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  本研究は、小学生の継続的なプログラミング学習を

可能にする教材を試作し、実験授業を通じてその有

効性を明らかにし、その教材の普及を目指すもので

ある。 

  具体的には、小学生の間に経験すべき内容を３つ

のステップに分ける。「ステップ１」では、プログラムは

使わずに手芸や工作に音や光を追加した作品を作

る。そして「ステップ２」では、既存のプログラムを使っ

て作品を作る。「ステップ３」において自分でプログラ

ムを書くことで、より複雑な動きができるオリジナル作

品作りが可能となる。 

  そのすべてのステップで同じ手芸や工作を使うこと

で、一貫して利用できる「プログラミング学習教材」を

開発し、普及させるのがこの研究である。  
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小学生の継続的な学習が可能な手芸や工作を 

活用したプログラミング教材の開発と普及     
     

自分が作ったLEDが光る作品の前で（左側：吉田智子教授)  

写真２：既存のプログラム利用の相性診断エプロンコンピュータ（ステップ２）  写真３：学生によるオリジナル作品（ステップ３）  

写真１：手で接点を変えることでLEDの色が変わるマペット（ステップ１）  


